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③

この特集に関するお問い合わせは障害者支援課☎214･8165、FAX223･3573

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に

■仙台市こころの絆センター（仙台市自殺対策推進セ
ンター）(精神保健福祉総合センター内)
【相談受付電話】☎225･5560（平日9:00～17:00）
■暮らし支える総合相談
　弁護士や臨床心理士等の専門職が相談に応じ、生活
上の困り事の解決に向けたアドバイスを行います。
●相談受付日時

‖

平日9:00～18:00　●会場

‖

パーソ
ナルサポートセンター（青葉区二日町6-6シャンボー
ル青葉２階）　●要予約（☎395･8865）
■仙台いのち支えるL

ラ イ ン

INE相談（SNS相談）
　若者の悩みに、専門のカウンセラーが対応します。
●相談受付日時

‖

毎週日・月曜日、祝休日、祝翌日の
18:00～21:00　●ホームページhttps://sendai-ino
chi.school-sign.jp/から相談できます

　

　
9
月
10
日
～
16
日
は
「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す
。
自
死
に
追

い
込
ま
れ
る
人
を
一
人
で
も
減
ら
す
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

失
わ
れ
て
い
る
多
く
の
命

　

全
国
の
自
殺
者
数
は
平
成
15
年
の

３
万
４
４
２
７
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
は
増

加
に
転
じ
、
前
年
よ
り
約
千
人
増
の

２
万
１
０
８
１
人
と
な
り
ま
し
た
。
本

市
で
も
、
昨
年
１
９
７
人
の
方
が
自
死

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
者
数
は

社
会
情
勢
の
影
響
を
受
け
る
と
さ
れ
、

昨
年
の
増
加
を
コ
ロ
ナ
禍か

と
の
関
連
で

指
摘
す
る
専
門
家
の
声
も
あ
り
ま
す
。

　
自
死
の
背
景
に
は
、
経
済
問
題
や
健

康
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
あ
り
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
心
が
弱

か
っ
た
」
と
、
個
人
の
問
題
と
捉
え
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
社
会
的
な

支
援
が
う
ま
く
届
か
ず
、
追
い
込
ま
れ

た
末
に
死
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
、
社
会
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　 「暮らしとこころのレスキュー
ガイド」を配布しています

　暮らしのさまざまな困り事の相談
先をまとめています。市ホームペー
ジからダウンロードできるほか、区
役所障害高齢課、市民センター等で
配布しています。

　
ど
ん
な
悩
み
で
あ
っ
て
も
、
自
死
の

原
因
と
な
り
得
ま
す
。
悩
み
を
打
ち
明

け
る
こ
と
は
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
が
、

相談窓口のご案内

一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、
信
頼
で

き
る
人
や
相
談
窓
口
に
話
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
誰
か
に
話
す
こ
と
で
、
気
持

ち
が
軽
く
な
っ
た
り
整
理
さ
れ
た
り
し

て
、
心
に
余
裕
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
解
決
の
糸

口
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
苦
境
に
さ
ら
さ
れ
追
い
詰

め
ら
れ
る
と
、
誰
に
も
話
せ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
人
に
気
に

な
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
た
ら
、
周
囲
の

人
は
、
本
人
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
話
に

耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
必
要
な

支
援
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
、
大
切

な
人
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
電
話
や
面
接
で
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
専
門
の
相
談
員
が
、
寄
り
添

い
な
が
ら
一
緒
に
考
え
、
問
題
の
整
理

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
誰
も
が
当
事
者
と
な
り
得
ま
す
。
誰

も
自
死
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
身
近
な
問

題
と
し
て
、
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　昨年からのコロナ禍で、失
業などの経済的要因により、
非正規である女性や若者の自
死が増えていると感じます。
　自死する直前の行動は、気
付きにくいことも多いもので
す。しかし、何日もふさぎ込
んでいた人が急に元気になっ
たなど、いつもと様子が異な

仙台市自殺対策連絡協議会の原敬造会長に
お話を伺いました

る時は、声を掛けて話を聞いてほしいと思います。
　誰しも１度や２度、「死にたい」と思うことは
あります。そこに至らないのは、人とつながって
エネルギーを得ているから。いじめによる不登校
や失業、差別などで人とのつながりや社会での役
割を絶たれると、無価値感に襲われ、生きていて
も仕方がないという絶望感を強めてしまいます。
必ずしも悩みを話さなくても、友達と一緒にいて
話しているだけで、ヒントをつかみ悩みを消化で
きることもあります。人との分断を生み出さない
社会が必要だと感じます。

原　敬造さん

医療法人社団
原クリニック院長


